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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
様々な骨欠損に対する治療法の開発は歯科・口腔外科などの多くの領域で重要な課題であり、オ
クタカルシウムフォスフェート・コラーゲン複合体（OCP/Col）は、骨欠損に対する標準治療である「自家
骨移植」に迫る骨再生能を有する生体材料として最近上市された。しかし、自家骨移植や生体材料を
用いても、再現性のある垂直的骨造成は実現できていない。本研究の目的はOCP/Col を基盤材料と
して用いることで、垂直的骨造成の実現を目指したもので、全編４章よりなる。 
第１章は序論であり、本研究の背景について概説し、研究目的及び構成を述べている。 
第２章では、OCP/Colへの外力緩和を目的として生分解吸収性材料であるポリ乳酸(PLA)ケージで被
覆し、さらにOCP/Colとの併用で骨再生能の増強が報告されている副甲状腺ホルモンの生理活性部分で
あるテリパラチド(TPTD)を滴下したものを試料としてラット頭蓋冠上の骨膜下に埋入し、垂直的骨造成の
可能性について検討している。そして、それらの組織定量学的結果などから、OCP/Colの形状は維
持されるとともに、既存骨表面からの新生骨の形成が促進されることを明らかにし、OCP/ColをPLAケージ
で被覆し、さらにTPTDを滴下することによって、有効な垂直的骨造成が達成されることを示唆した。 
第３章では、さらに、被覆材料の追加摘出を不要とし、シグナル分子を加えないOCP/Col単独での垂
直的骨造成の可能性を目指している。そして、OCP/Col作製時の予備凍結に際して、液体窒素を適用
することや、より高密度のOCP/Col試料を作成するなど、製造条件を変更し、それらの試料をラット頭蓋冠
上の骨膜下に埋入し、OCP/Col単独による垂直的骨造成の可能性について検討している。それらの放
射線学的・組織学的形態計測結果より、予備凍結に液体窒素を適用した、より高密度のOCP/Col試料で
は、多核巨細胞による試料の吸収が抑制され、骨形成に必要な足場を確保することで、形状が安定し
て保持されることで、新生骨形成量も増加し、OCP/Col単独による垂直的骨造成の可能性が示唆さ
れた。 
第４章は本研究の総括である。 
以上要するに本論文は、OCP/Colを用いた垂直的骨造成法において、生体材料を用いた外力緩和
やシグナル分子の添加の有用性及び、OCP/Col製造法を改良することで、それら単独での垂直的骨
造成の可能性を示唆したものであり、医工学及び再生医学の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(医工学)の学位論文として合格と認める。 
 
